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概要

近年，文献を主とした研究成果のオープンアクセスが機関リポジトリで進められている．出版社での公開とは

異なり，リポジトリではコンテンツの公開時期を柔軟に選ぶことができる．一方，機関リポジトリは機関のコ

ンテンツを横断的に網羅する必要があり，コンテンツのタイトルや著者名など機関で定められた属性名に対応

する属性値 (メタデータ)を追加する必要がある．したがって，コンテンツに対する属性名を自由に拡張する

ことは難しい．そのため，学部や研究者個人のページ，研究者情報データベースなどの業績データベースなど

にリポジトリのメタデータを流用することも難しい．そこで本研究では，リポジトリシステムWEKOに対し

て，リポジトリ上のコンテンツメタデータに付与する形でユーザが任意のメタデータを追加，表示，公開する

ためのソフトウエア SarabiWEKOを開発した．
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Abstract

Institutional repositories (IR) have been collected many research articles, thesises and university journals.

Metadata of these contents are restricted by institutional archiving policy. Thus it is difficult to reuse

the metadata for other purpose, e.g. department web pages, researcher databases or field repositories.

This study develops new functionality for IR, extending its showcase ability to different sectors in the

university. This system, called SarabiWEKO, enables to append specific metadata by the sectors to the

contents in the IR.
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1 はじめに

近年，多くの学術機関等では，セルフアーカイビングによる機関リポジトリを構築し，学術雑誌論文，学位論

文，紀要論文，会議発表論文などを公開している．日本の学術機関リポジトリでは，2011 年 8 月 31 日現在

で 183機関，1,166,071件のコンテンツが公開されている [1]．第 4期科学技術基本計画 [2]においても，大学

や公的研究機関における機関リポジトリの構築を推進することが求められており，今後も機関リポジトリの

数，コンテンツの数ともに増加するものと考えられる．こうした機関リポジトリを構成するシステムとして

は，DSpace[3]や EPrints[4] が多く用いられており，Fedora Commons Repository Software[5]をバックエ

ンドのリポジトリシステムとして利用し，フロントエンドとしてユーザフレンドリな UIを持つ CMSなどを

組み合わせている例 [6]もある．

一方，多くの学術機関では学部，学科，研究室などでもそれらのWebページ上に論文の書誌情報や論文自体

を業績リストとして公開することは珍しくない．また，機関によっては，機関リポジトリとは独立に研究者情

報のページがあり，そこに業績リストを載せる必要がある場合もある．すなわち，機関レポジトリと学部や研

究室のWebページ，あるいは研究者情報ページの両者でコンテンツあるいはそのコンテンツのメタデータを

維持する必要がある．また，Webページを作成するのではなく，OpenSearchなどの機能を使い，機関リポジ

トリ上のコンテンツの検索条件を指定することで，所属する部署のコンテンツを選択して表示することも可能

であるが，この場合にはコンテンツのメタデータは機関レポジトリが収集しているものに限られることにな

る [7]．しかしながら，学部や研究室などでは，単なるコンテンツの一覧ではなく，他の情報と含め，一種の

ショーケースとしてリポジトリのコンテンツを見せることが重要になる場合がある [8]．この場合，機関リポ

ジトリにあるメタデータだけではなく，他のメタデータを付与して見せるということが必要になる．

例えば，通常機関リポジトリでは，人がどの所属単位に所属しているかといった情報を持っていない．そのた

め，学部ごとあるいは研究室ごとなどでコンテンツ一覧を表示するということは難しい．また，機関リポジト

リの枠内では，著者へのフィードバックフォームなどを集めるといったことは，機関レポジトリ内のメタデー

タを操作することができないため難しい．

そこで本研究では，リポジトリシステムである学術成果共有基盤 WEKO[9] に対して，リポジトリ上のコ

ンテンツメタデータに付与する形でユーザが任意のメタデータをつけ，表示，公開するためのソフトウエア

(SarabiWEKO)を開発した．

2 WEKO[9]

WEKO は国立情報学研究所で開発が進められているリポジトリシステムである．WEKO は，DSpace や

EPrintsなどのリポジトリシステムとは異なり，ベースシステムとして NetCommons(NC2)を採用した一つ

のモジュールして実装されている．NC2は PHPアプリケーションフレームワークMapleの上に作られるコ

ンテンツマネージメントシステム (CMS)であり，さまざまなモジュールを組み込むことにより，ラーニング

マネジメントシステム (LMS)やソーシャルネットワークサービス (SNS)のような役割を果たすことができる

システムとなっている．WEKOは NC2にリポジトリシステムを提供するためのモジュールである．NC2は

コミュニティソフトウエアとしての機能が充実しているため，コミュニティベースのリポジトリの運用やリポ

ジトリを中心としたユーザ同士の情報交換を支援することができる．
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3 SarabiWEKO

3.1 機関レポジトリコンテンツの再利用

日本における機関リポジトリの多くは，大学等に所属する学部や研究所などの業績をセルフアーカイビングす

るために利用されている．そのリポジトリシステムのほとんどは，バックエンドのデータベースとして関係

データベース (RDB)を用いている．そのため，図書館が中心となって，各学部などからコンテンツを収集し，

それらをアーカイブするにあたり属性名の集合 (メタデータセット)，すわなちデータベース，の設計を行う必

要がある．コンテンツに追加する属性名は，各学部を横断的に見たとき，最大公約数的な必須項目の属性名の

集合，あるいは，任意の入力を許した最小公倍数的な属性名の集合となる．そのため，リポジトリの属性値を

再利用する時に，必要な属性名がリポジトリのデータベースに存在しないということも発生し得る．

リポジトリコンテンツの再利用の形として，オープンアクセスとしての機関リポジトリとは別に，学科のペー

ジ，研究者総覧，分野リポジトリなどの機関コンテンツコンテンツの部分集合からなるショーケースを作成す

ることが考えられる (図 1)．所属する研究者の経歴や，サプリメントデータ，分野固有の分類などのメタデー

タをコンテンツに与えることができれば，機関リポジトリのコンテンツ，メタデータの単なる再利用のみなら

ず，付加価値を生み出し提供することになる．SarabiWEKOはWEKOを機関リポジトリに持ち，そのコン

テンツ (あるいはコンテンツのメタデータ)に付加価値となるメタデータを付与し，再利用するための機能を

提供する．

図 1 Examples of showcase using SarabiWEKO

3.2 システム構成

SarabiWEKOはリポジトリシステムであるWEKOと密接に関連する NC2のモジュールである．Sarabiと

はスワヒリ語で蜃気楼 (mirage)を意味する．スワヒリ語でリポジトリを意味するWEKOにあるコンテンツ

の実体を蜃気楼のように自在にユーザに提供することが可能であるシステムであることからこの名がつけら

れた．
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SarabiWEKOは図 2に示すシステム構成である．SarabiWEKOが管理するメタデータは，WEKOリポジ

トリが保持するコンテンツのメタデータと，SarabiWEKOが管理するユーザが任意に追加することができる

メタデータの二種類となる．SarabiWEKOはこれらのメタデータをテンプレートエンジンによって任意のス

タイルで可視化する．また，SarabiWEKO は HTML だけではなく，JSON や XML(OAI-PMH) の形式で

も出力することができる．これにより，ユーザWebサイトでマッシュアップすることが容易となる．

図 2 System architecture of WEKO and WEKO viewer module

3.3 基本機能

SarabiWEKO では，1. SarabiWEKO で表示したいコンテンツをWEKO から選択する (メタデータソー

ス)，2. 取得したコンテンツに対するメタデータセット (属性名の集合, 追加アイテムタイプ)を作成し，メタ

データを入力する，3. テンプレートエンジンを用いて，表示するメタデータの選択，およびスタイルを決め

る，という流れで，リポジトリコンテンツ (メタデータ)を再利用することができる．

3.3.1 メタデータソース

SarabiWEKOで表示する基本となるメタデータのコンテンツを選択する．これはWEKO(基盤リポジトリ)

にあるコンテンツから再利用するコンテンツを選択することを意味する (図 3)．コンテンツの取得方法として

は，リポジトリ内のコンテンツ IDの指定，コンテンツの所属インデックスからの選択，あるいはWEKO内

のコンテンツメタデータに対する検索がある．これらの条件を複数用い，それぞれの条件で検索されたコンテ

ンツの和集合を得ることもできる．

3.3.2 追加アイテムタイプ

リポジトリから取得したコンテンツに，ユーザ側で追加するアイテムタイプを追加する．アイテムタイプとは

メタデータの集合であり，コンテンツに対して複数のアイテムタイプ (メタデータセット)を付与することが

できる (図 4)．メタデータは Dublin Core，junii2フォーマットに対応させることも可能である．また，複数

のコンテンツに対して，追加したアイテムタイプのメタデータを一括して登録，あるいは選択したコンテンツ

の詳細ページでメタデータを編集することも可能である．
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図 3 Metadata source. Select contents from WEKO repository using WEKO ID, index or searcing

by metadata.

図 4 Editor of additional item types
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3.3.3 テンプレート

リポジトリから取得したコンテンツのメタデータと SarabiWEKOにて追加したメタデータは，テンプレート

エンジンを用いてコンテンツごとに表示するスタイルを定義することにより表示形式を決定する．NC2がテ

ンプレートエンジンとして利用している Smarty[10]の文法に基づき，一覧表示にて表示したいメタデータを

選び，それらの表示順を指定し，CSS(Cascade Style Sheet)によりスタイルを指定する．

4 ケーススタディ

本節では，開発した SarabiWEKOを使ったケーススタディの一例を示す．リポジトリをコンテンツの一次情

報として使うことはどれも変わらないが，追加するメタデータと合わせ，どのようにコンテンツのメタデータ

を使うかによってさまざまなショーケースを構成することができる．

4.1 サプリメントデータの公開

機関リポジトリで用いているリポジトリシステムでも，論文に付随するサプリメントデータを公開することは

可能であるが，機関の運用ポリシーによってはそれらのデータを公開できないこともある．このような場合

に，研究室や学部などのWebページで関連するデータを公開することが可能となる．

4.2 分野リポジトリ

機関リポジトリには機関に所属するさまざまな分野の研究者の業績が蓄積される．学部ごとなどの単位でコン

テンツを閲覧，検索することも可能であるが，例えば，数学の論文リスト [11]といったある分野の研究のコン

テンツを収集したリポジトリを構成することは，カテゴライズという観点の付加価値をつけるという意味で重

要である．さらに，SarabiWEKOでは，こうしてカテゴライズしたコンテンツに独自のメタデータを付与す

ることができる．細かな分類やコンテンツに対するアノテーションなどを付加することでさらなる付加価値を

つけることが可能となる．

4.3 研究者業績リスト

研究者データベースは研究者の経歴などとともに研究業績リストからなることが多い．SarabWEKO を用

いることで機関リポジトリにあるコンテンツメタデータを再利用することにより，改めて業績リストを作成

せずともよい環境を構築することができる．科研費番号などの著者 ID や機関独自の ID があり，それらが

機関リポジトリのメタデータとして登録されている場合には，各研究者ごとの業績リストを作成することは

SarabiWEKOを使用せずとも，OpenSearchのクエリを一つ作成するだけで得られるため容易い．しかしな

がら，機関リポジトリのすべてのコンテンツに著者 IDが割り振られている訳ではない場合には，コンテンツ

の抜けが生じたり，同姓同名問題が発生する可能性がある．SarabiWEKOでは，リポジトリ内にあるコンテ

ンツを検索，あるいは一つずつ指定することができるため，厳密な著者 IDが存在しないリポジトリであって

も業績リストを漏れなく作成することができる．また，SarabiWEKOはリポジトリからメタデータを得るた

め，一度コンテンツ取得条件を作れば，その後はリポジトリにコンテンツを入れるだけで，自動的に業績リス

トが更新されることになる．
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4.4 学部ページ

学部などでは，所属する研究者，教員，学生の代表的な研究成果をまとめ，学部の研究分野の紹介などを行う

ことがある．このとき，リポジトリのコンテンツのメタデータを再利用し，さらに学部独自の付加価値を添え

ることで，学部のショーケースを作成することができる．

4.5 認証評価用業績リスト

大学などの認証評価のために研究者の業績リストが求められる場合がある．しかしながら，機関リポジトリで

公開しているメタデータでは不足していることが多い．そこで SarabiWEKO を用いて，不足しているメタ

データを補い，JSONや XMLによる電子処理しやすい形でデータを得て電子的に処理する，あるいはそのま

ま資料として用いるということが可能となる．

5 おわりに

本研究では，リポジトリシステムWEKOのコンテンツメタデータを再利用するためのフレームワークとして

SarabiWEKOを開発した．学術論文などの文献を中心としたコンテンツを収集する機関リポジトリは，今後

も普及が進むものと考えられる．これらのコンテンツは，各社の検索サイトや，JAIROのような機関レポジ

トリのハーベスタや Google等の検索システムを経由し利用者に提供される．本システムは，機関リポジトリ

のコンテンツを，学部や研究室といった機関より小さな所属単位の情報源の一つとして用いるため再利用する

仕組みを提供する．

機関リポジトリを構築する際に，内部メタデータをどのように設計するかという点は大きな問題である．取り

うる一つの方針は，構築機関で要求される機能，所属研究者の要請する機能に応じたメタデータを全て保持す

ることであろう．しかし，機関が要求する可能性のある機能は多岐に渡り，研究者の要請する機能も細分化さ

れている．したがって，必要なメタデータを全て取り入れてしまえば膨大なメタデータを設計しなければなら

ない．

一部の機関では，研究者の要請に沿ったメタデータの設計を実現している．例えば，東京大学および京都大学

の機関リポジトリにおける数学分野への対応*1(2006-)であり，一橋大学，アジア経済研究所，北海道大学等

における RePECへの対応である．物質・材料研究機構における eSciDoc[12]も同様に位置づけられる．大学

情報データベースと連携している機関も一つの例として位置づけられる．これらの機関においては，機関リポ

ジトリを運用する主体としての図書館が機関もしくは研究者の要請を積極的に吸収し，リポジトリの設計段階

からリポジトリソフトウエアの内部設計へ手を入れることで実現したと考えられる．これらの機関のように，

内部メタデータを豊富にすることは一つの理想だが，このような実装の可能な機関は多くない．運用主体の体

力と技術に依存する点が大きく，必ずしも一般化できるモデルにはなり得ない．新たな要請に対しては大きな

コストがかかることも問題となりうる．

一方で，最小限のメタデータを機関リポジトリに保持しつつ，機関および研究者の要請するメタデータを外部

連携によって利用することが可能であれば，その応用範囲は格段に広がることが想定できる．一つのありか

たとしては OAI-PMHを使い機関および研究者側でハーベストした後に機関および研究者側で用意したメタ

*1 http://repository.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/ における dc.subject.msc
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データとマージすることであり，例えば数学ポータル*2(2008-)はそのような実装を行っている．要請する側

のメタデータおよびを SWORD等によって投入することも考えられる (北大，2010-)．これも，機関リポジト

リのメタデータを利用する側に大きな負荷がかかることは違いがない．

このように，機関リポジトリのメタデータ設計における二通りの方針を概観すれば，相反する利点と欠点から

逃れられない．SarabiWEKOは，機関リポジトリ運用側には運用主体である図書館の持つ目録に相当する最

低限のメタデータを保持し，機関および研究者の付与する外部メタデータと連携することで機関リポジトリの

活用範囲を拡大するモデルを提案し，実装したものである．
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